
 

 

 

 
 

平成 28 年 12 月 2３日、京都府内で飼養されていた死亡コブハクチョウから

高病原性鳥インフルエンザウイルス（Ｈ５Ｎ６亜型）が検出されました。 

 

 

 

 

 

国内外で猛威を振るっている高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5N6亜型）

が京都府内で検出され、家きんにおける発生リスクは極めて高い状態です。 

急激な冷え込みなど寒暖の差が大きいと、野鳥の動きが活発になります。鶏舎

防鳥ネットの点検と鶏舎入口の消毒を徹底してください。 

死亡羽数が多いなど異常を確認したら、ただちに当所まで通報を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

京都府中丹家畜保健衛生所   福知山市字半田３７１－２ 

ＴＥＬ：0773-25-1860（夜間・休日も転送機能で連絡可能） 

京都府内に高病原性鳥インフルエンザウイルス（Ｈ５Ｎ６）！ 
 

中丹家畜衛生情報（Ｎｏ．28－3４）    平成 28 年 12 月発行 

 
【国内 家きん農場】 

○青森県青森市 12／ 1 患畜確定 １２／２７ 移動制限区域解除予定 

○新潟県関川村 12／ 1 患畜確定 １２／２７ 移動制限区域解除予定 

○新潟県上越市 12／ 2 患畜確定 １２／２８ 移動制限区域解除予定 

○青森県青森市 12／ 5 患畜確定 １２／２７ 移動制限区域解除予定 

○北海道清水町 12／20 患畜確定  １／ ４ 搬出制限区域解除予定 

○宮崎県川南町 12／21 患畜確定  １／ ５ 搬出制限区域解除予定 

【国内 野鳥等確定】 

○12 月 2５日現在 1５道府県（北海道、京都府、兵庫県、鹿児島県等）９３件 

 

消石灰の散布など消毒の徹底で最大の侵入防止を！ 

 
【韓国 家きん農場】 

○12 月 2１日現在 計 2３１件 （あひる 1１１、鶏 11７、うずら等 3） 

                （殺処分：3９９農場 ２,０２２万羽）  

 
12/22 京都競馬場の死亡コブハクチョウ 1 羽で簡易検査陽性 

12/23 死亡コブハクチョウ 7 羽で高病原性鳥インフルエンザウイルス 

(H5N6 亜型)検出（同居コブハクチョウ等 38 羽全て殺処分） 

10ｋｍ圏内の家きん飼養者 10 戸で異常の無いことを確認 

 

検出 

簡易検査陽性 

対 応：半径１０ｋｍ圏内の 1０農場に立ち入り検査を実施 

 

 


